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1

・理想は市民それぞれに目標を持ってもらうこと、この計画を通じて目標を持たせられ
るような仕組みづくりを考えたい。
・生活基盤は産業活動になるので、適正な利益を保障できるような地域づくりを考える
必要がある。
・地域には夢が必要。地域づくりは人づくりに始まり人づくりに終わる、後継者育成が
大事である。

-

・後期計画において、これまでの計画にはなかった政策ごと
に市・市民それぞれが取り組む目標（行動）を記載したいと
考えていますが、追記することによる基本構想の変更はない
ものと考えております。(参考：別添１「多賀城市地域福祉計
画」、別添２「多賀城市環境基本計画」）

・この基本構想の書き方では中々開いてくれない。表現の仕方や立ち位
置を変えた書き方を検討してほしい。
・人口減少問題から多賀城高校防災学科と繋がる仕組みについて意見
を。
・全ての事業に人材育成を忍ばせる必要がある。
・伝わるような仕組みが大事。
・市民、団体、行政と切り分けるより、重なり合っている方が協働は
生まれる。レベル分けをやっていて、市民が単独でやった方がいいも
の、行政が引っ張っていくもの、民主導で行政がサポートするもの、行
政主導で民が加わるものの4つに分けられ、すべて持ち味が異なる。上手
く表現され提案ややり方が示されるとよい。イノベーションが起きると
なおよい。

・表現の仕方は、後期計画策定時に意識したい。
・多賀城高校との連携は図っているので、より連携で
きるよう検討したい。
・人材育成については、すべて裏に忍ばせているつも
りであるので、なお意識したい。
・担うべき役割の記載ではなく、将来都市像の達成に
向けた共通目標の記載を検討したい。

×

3
・基本構想は大きく変更しなくてよい。
・地域や人は意識的に繋げないと繋がらない。繋がる努力が必要である。

変更不要

・コロナ禍を経て、地域からも人の繋がりが薄れてきているという意
見を頂いており、人や地域の繋がりは地域コミュニティの醸成にお
いて問題と捉えております（町内会の成り手不足、世代間交流の
不足等）。本市においてもつなげる努力をしているものの、実現に
至らず、後期計画においては市民の目標として設定したいと考え
ております。

・自主的な市民活動や町内会活動に必要な資源をどの程度、またどのよ
うにして繋げてあげるか、そこには強弱をつけてもいいのではないか。
・市民が担うべきことと行政が担うべきことを記載するならば、表現
方法やスタンスが冷たくならないように気を付ける必要がある。

・まさにそのとおりである。ぜひそのようにしたい。
この審議会で議論させていただけるとありがたい。

×

4

・「Tagayasu」は、自分たちで作る、と見えてよい。担い手の育成に繋がると良い。
・物価高騰、人材不足のみならず、震災からの蓄積が事業者の問題、課題がある。
・魅力があるまちは、稼げるまちでもある。創業雇用が増え、活性化するためにも魅力
を発信できるまちづくりを進めたい。

-
・本市としても後期計画の方向性として「賑わいの創出に留
まらない、稼ぐ力への創出」を想定しており、重要なテーマ
と認識しています。（基本構想の変更に影響なし）

・担い手は「点」で各地にいるが、「面」で繋がっていないと感じる。自
走化した担い手かつ持続的な担い手の育成が必要
・ビジネスプランコンテストに参加した高校生や大学生が市の良さをど
う伝えるか、自分で考える機会を作ることも長期的な人材育成としてよ
いと感じる。
・普段関わりのない方が集まって市について議論することをもっと幅
広く、市民の声を聞く機会が必要

・まさにそのとおりである。意識して取り組んでいる
つもりだが、上手く出来ていない。

×

5

・重点テーマ、将来都市像を含めて大きく変更する必要はない。
・人口減少、少子高齢化は大きな社会問題、政策２の支えあいの充実を図りたい。
・仙台市に飲み込まれないようなまちづくりが必要である。
・交通アクセスがとても良いので生かす必要である。
・史跡歴史の中にあるコンパクトシティを売り込むことができないか。

変更不要
・多賀城市は本市独自の魅力を磨き上げていきたいと考えており
ます。（基本構想の変更に影響なし）

・多賀城市は歴史資源の宝庫である。日頃の発掘調査の成果など、積極
的に活用することで交流人口や関係人口などもっと多賀城に人を呼び込
めると考える。
・行政が伝える情報と住民に伝わる情報にはギャップがある。出す側と
受け取る側の意識や関心の違いがあり、その差をどうやって埋めること
ができるか難しいが意識してほしい。

・少なくとも興味がある人にはすぐ見つけてもらえるような情
報発信を行いたい。

×

6

・多賀城市の魅力は誇りにしていき、由緒ある歴史のまち、教育文化のまちは大きな
メリットとしてアピールをした方が良い。
・教育文化や歴史をどう育み醸成するかは、人との繋がり、共感者を増やしながら
ゆっくり時間をかけて根気よく進めるもの
・重点テーマを継続し盛り上げたい。
・財政問題も厳しいので、利便性、公平性、効率を重点的に考えて計画を立てるべき

-

・本市固有の歴史や価値を、創建１３００年記念事業や多賀
城南門完成を契機にさらに磨き上げ、市民にとって誇りとな
るよう醸成していき、対外的にもアピールしていきたいと考
えておりますが、文化資源を積極的に活用する「文化観光」
の位置づけによっては、基本構想の変更に影響を与えるものと考
えております。

・国立社会保障・人口問題研究所の推計と市の独自推計に乖離があるのはな
ぜか。

・国立社会保障・人口問題研究所の推計は、2010年～2015
年の移動率を仮定とした推計であるため、東日本大震災の
影響が色濃く反映されている。
・市の独自推計は、東日本大震災の影響がない2017年～
2019年の移動率を仮定としたため、乖離がある。

×

7

・コロナ禍により社会環境が大きく変化し、地球温暖化での異常気象や災害も頻発す
るなど、取り巻く環境が著しく変化していることを踏まえて後期計画の策定をした方が
良い。
・稀有な歴史を持つにも関わらず、魅力や価値を市民にも外部の人にも認識されいて
いないことが問題、認知度向上が必要である。

-
・外的要因による変化や社会情勢等を踏まえることは既に計画に
盛り込んでおります。（基本構想の変更に影響はなし）

・市民協働について中々現状が変わっていないことを深堀りし、なぜなのか考
えていく必要がある
・市民が担うべきことと行政が担うべきことを記載するのは縦割りに感じる。

・「役割を振る」という記載ではなく、「共通目標」にしたい。 ×

第２回総合計画審議会

△

総合計画審議会でのコメント整理

・「Tagayasu」の印象が良い。
・市内総生産で公務が高いのは、今後稼ぐヒントになる。
・東北学院大学工学部の移転は市としてどう関与し、市民の暮らしを豊かにしていく
かがとても重要、後期計画にどう位置付けるか。
・多賀城南門完成や中央公園のPark-PFI活用など、どのようにまちづくりで生かしてい
くか検討する必要がある。

-

・後期計画の方向性が、基本構想のどこに紐づいているのか体系的に
整理し、視える化した資料があるとよい。
・文化観光をどこにどう位置付けるのか、どこが所管するかでやり方
も変わる。どう戦略的に考えるか。KPIをどう考えるか。目標をどう示
すか。後期計画を考えるときに柱が立つ。
・伝わるためには、できてから伝えては遅い。プロセスにも市民に入っ
てほしい。町内会だけでなく、学校や多賀城市で働いている人など、
様々な手法・指標で多賀城の目標を見れるとよい。年代別やテーマ別、
ワークショップやアンケートなど、やり方はいろいろあるので、伝わ
るための土壌を作る必要がある。
・市がやるか、市民がやるかは、今後課題が複雑になる。行政のやるこ
とが増え、限界が見えてくる。あれもこれもやる計画からシフトしても
よいと思われる。

・学院大跡地の再開発については、市の関わり方が問
題になるが、市の将来都市像と開発ビジョンが合致し
ているので基本構想を変えるまでもないと考えてい
る。文化観光は、全市的な取組みとして文化財だけが
観光資源ではない。力を入れるべきか入れないべきか
の選択をどうしたらいいか、次回まとめてご意見を頂
戴したい。この審議会で議論していただけるとありが
たい。

2

・学院大学跡地の開発について、市としてどのように関わっ
ていくのかによって、基本構想の変更に影響を与える可能性
があるものと考えております。むしろ、総合計画に基づいた
関わり方が全てと考えております。
・多賀城南門や中央公園のPark-PFIは今後の本市の目玉となる
ため、拠点として新たな賑わい創出を図りたいと考えております。

第１回総合計画審議会

（資料１）



総合計画審議会での意見
基本構想変
更への意見

意見に対する事務局の考え方 総合計画審議会委員の意見 意見に対する事務局の考え方
基本構想

変更の必要性
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8
・文化活動を大事にしたい。
・文化的な遺産や既存のよい所についてルートを作るなどどう生かすか考える必要が
ある。

-

・多賀城創建１３００年記念事業で培われた文化芸術などのレガ
シーを今後本市に様々な施策・事業に活用できるようにしてきたい
と考えております、文化資源を積極的に活用する「文化観光」の位
置づけによっては、基本構想の変更に影響を与えるものと考えて
おります。

－ - －

9

・高齢者に優しい目線を入れて欲しい。
・高齢者は中々スマホを使いこなせない実情を理解してほしい。
・子どもも大事だが、介護ではなく高齢者の健康寿命延伸のための取組を検討してほ
しい。

-

・経年に伴う身体の変化はもとより、全ての年代特有の身体状況
に応じた配慮が必要と考えております。単に年齢によって「支える
側」と「支えられる側」とに画するのではなく、互いに助け合える地
域の構築が大切です。（参考：別添３「高齢社会対策大綱」）　（基
本構想の変更に影響なし）

・市でやるよりは、町内会でやる方が人は集まりやすいと考える
・学院大跡地のまちづくりの計画が始まる段階で、町内会の意見も聞
いてほしい。

・開発の主体者である民間業者に地域住民の皆様への説
明の機会を行うことについて、しっかり働きかけたい。
・学院大跡地の再開発については、市の関わり方が問題に
なるが、市の将来都市像と開発ビジョンが合致しているので
基本構想を変えるまでもないと考えている。

△

10

・人口減少、少子化が進んでいるが、繋がりを求めている人は増加しているように感じ
る。
・多賀城市で子育てしてよかった、住んで良かったと思えるような市にしたい。
・有益に使える施設や情報がたくさんあるが、知らない人は知らない。

-
・本市の特徴的な行政サービスについて伝わっていないことが多
いため、伝わるような工夫が必要だと考えております。（基本構想
の変更に影響はなし）

－ - －

11

・転入出が激しい中で、いかに愛着形成を行うか。
・企業しやすい環境や稼ぐ力の創出は定住に繋がる大事なポイント
・縮充は必要不可欠。まちづくりや地域に子ども・学生が積極参加、活気のあるまち
になってほしい。

-

・様々な年代の方がまちに興味・関心を持ち、愛着が持てるような
仕掛けづくり　愛着形成、稼ぐ力の創出、子ども・学生の積極参加
はこれまでも取り組んできましたが、より効果的な取組を検討し表
現していきたいと考えております。（基本構想の変更に影響はなし）

・世代や家族形態、住んで間もない人などに対するアプローチにもっと工夫が
必要
・繋がりが大事と思っていてもどう繋がればいいかわからない市民も少なくな
い。

・市の情報が届かないというのは、市民からの意見も受け
止めることが出来ていないことになる。アプローチ、情報の
届け方をどうするか、本当に悩ましい。ぜひこの審議会で議
論していただけるとありがたい。

×

12

・文化観光に力を注ぐ必要がある。
・東北歴史博物館は県の施設だが、文化財の利活用の面で上手く活用したい。
・市民が学んだことをより発信、ともに学び文化発信を担う人材育成もより活発化、若
年層の参加増加になるとよい。

-

・本市固有の歴史や価値を、創建１３００年記念事業や多賀
城南門完成を契機にさらに磨き上げ、市民にとって誇りとな
るよう醸成していき、対外的にもアピールしていきたいと考
えておりますが、文化資源を積極的に活用する「文化観光」
の位置づけによっては、基本構想の変更に影響を与えるものと考
えております。

－ - －

13
・農家の集約化、人数減少が進み、5年前にはなかった設備投資への懸念等新たな
問題が発生している。

-
・農家のニーズを捉え、意欲的な方へ求められている支援を実施し
ていきたいと考えております。（基本構想の変更に影響はなし）

・文化観光とはなにか
・人口減少の競争をするのではなく、多賀城市独自の教育施策を考えてもよ
い。例えば、給食費が上がっても地場のものを使うなど日本一の給食を出し、
賛同を得られる保護者の方が教育に力を入れることに理解を得られると考え
る。

・特別史跡多賀城跡附寺跡をはじめとした多賀城市固有の
有形無形の歴史文化資源についての理解を深めるために
来訪いただくことや、歴史ファンが多賀城の歴史に魅力を感
じて来訪いただくことに加え、文化芸術のチカラを通して既
存の歴史文化資源に新たな価値を創出し来訪いただくこと
をも本市における「文化観光」と整理している。

×

14

・文化財の活用が重要である。広域連携で進められるとよい。
・総合計画の７つの政策のうち、柔軟性を考えどこに重点を置くか見極めが必要
・時代の変化は速いので、将来都市像をどう見据えるか重要な視点である。
・財政基盤の維持をしっかり検討すべきである。

-

・厳しい財政状況であるため、市内の活性化を積極的に支援する
とともに、活用できる補助金や交付金などはできる限り活用し、財
政基盤の構築を行っていきたいと考えております。（基本構想の変
更に影響はなし）

・安定した財源の確保が重要
・ふるさと納税に魅力ある返礼品を増やすと良い。

・現計画には財政基盤健全化の方針や目標が掲げられて
いる。
・ふるさと納税の返礼品は工夫を重ねているが、審議会委
員の皆様の知恵をお借りしたい。

×

15
・自分の子供に障害があり、東日本大震災を経て自分だけではどうにもできないと気
づき、地域の取組に積極的に関わるようになってから、人との関わりを意識した。

-
・地域の方々が関わりや繋がりを意識することは重要と捉えており
ます。（基本構想の変更に影響はなし）

・共生社会の実現には町内会活動の活性化が欠かせない。
・町内会同士のつながりや町内会活動の活性化には行政のサポートが必要で
ある。町内会が活発的に動けるような後押しを行政にしていただくと、より暮ら
しやすい地域づくりに繋がると考える。

・その通りである。町内会活動が主体的に盛り上がるよう多
方面から支援していきたい。現計画にもその方針が掲げら
れている。

×

16
・東日本大震災を未経験の子どもが増加、災害時の行動について知識の蓄えが必要
である。
・多賀城市の認知度向上が必要である。

-

・市民が担うべきことと行政が担うべきことを記載することの問題提
起。市民活動やボランティアの範囲に制限される可能性がある。総合
計画で細かく明記するより、下位計画や町内会で検討がよい。
・伝わっていないことは動けない要因の１つ。市民が自主性を持って活
動するためにも、行政と市民の役割を皆さんで考えられるとよい。
・。窓口を増やしたり、町内会での窓口を作ったりするなど、ボラン
ティア活動の敷居を下げてほしい。にわかに行政活動に参加するより
も、先ずは町内会やボランティア活動の方が気軽に参加できる。

・一人一人自分のまちについて考えることができれ
ば、きっとより良いまちになると考える。市民の役
割、行政の役割というよりは、共通の目標をわかりや
すく掲げて、いろいろなセクションでそれぞれにでき
ることをする仕組みが良いかもしれない。

×

17
・東日本大震災を未経験世代に対し震災記憶の継承が重要である。
・多賀城市を誇りに思い、市外に発信できるような人材育成ができるとよい。
・伝わるようにSNSを利活用し情報発信、魅力度向上が必要である。

-
・伝わるためには、市民が能動的に参加できるような機会を増やす、
また、ハードルを下げることが大切

・伝えているつもりでも相手には全然伝わっていないと市長
は常々言っている。どう伝わるかは日々悩みながらもがいて
いる。
・行政活動との関わりを増やすことはよいので早速取り組ん
でいきたい。ちょっとしたことでも一緒に考える機会を増やし
た方が良い。

×

18
・重点テーマの「市民の誇りとなる多賀城らしい魅力をたがやすまち」が重要
・市民が多賀城市の魅力を知らないのが課題である。

-
・市民が愛着が持てるような取り組み・まちづくりを積極的に行い、
また、情報発信を工夫して取り組んでいきます。（基本構想の変更
に影響はなし）

・市の情報も総合計画における狙いも上手く伝わっていない。
・市民自らの目標を総合計画に明記することは、実際自分たちが活動
していることが総合計画にどれくらい密接に関わるのかがわかるので
良いこと。総合計画にどのように記載されるのだろうか。

・共通の目標を掲げ、その上で行政の住み分け、町内
会の住み分け、市民等の住み分けを掲げるイメージが
いいのだろうか。

×

・重点テーマとしても「震災の経験をいかしみんなの力がつながる
まち」としており、後期計画も引き続き重要なテーマとして取り組ん
でいきたいと考えており、基本構想の変更に影響はないものと考え
ております。
・伝わってほしい層に対して伝わっていないことがあるため、情報
発信の仕方について見直し、工夫して取り組んでいきます。（基本
構想の変更に影響はなし）




















